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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，紙パルプ技術協会

(JAPAN TAPPI)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これに

よって，JIS P 8112:1994 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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紙－破裂強さ試験方法 
Paper-Determination of bursting strength 

 
序文 

この規格は，2001 年に第 3 版として発行された ISO 2758 を基に，対応する部分については対応国際規

格を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応国際規格には規定され

ていない規定項目を日本工業規格として追加している。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所及び附属書 JA は，対応国際規格を変更している事項で

ある。変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，流体を用いて紙に圧力を加えることによって，紙が破裂するときの強さを測定する方法に

ついて規定する。 
この規格は，破裂強さが 70 kPa～1 400 kPa の紙に適用する。段ボールに用いる中しん原紙，ライナなど

の測定には，JIS P 8131 に規定する方法が適しているので，この規格を用いることは意図していない。 
測定方法について，受渡当事者間の協定がない場合には，破裂強さが 600 kPa 未満のものは，この規格

によって測定することが望ましい。 

注記 1 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 2758:2001，Paper－Determination of bursting strength (MOD) 

なお，対応の程度を表す記号(MOD)は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，修正していることを

示す。 

注記 2 附属書 JA は，2013 年 3 月 31 日をもって廃止し，同時に引用規格 JIS B 0601 も削除する。 

注記 3 5.2 b)は，2009 年 3 月 31 日をもって廃止する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601:1982 表面粗さ－定義及び表示 

JIS P 8110 紙及び板紙－平均品質を測定するためのサンプリング方法 

注記 対応国際規格：ISO 186，Paper and board－Sampling to determine average quality (IDT) 

JIS P 8111 紙，板紙及びパルプ－調湿及び試験のための標準状態 

注記 対応国際規格：ISO 187，Paper，board and pulps－Standard atmosphere for conditioning and testing 

and procedure for monitoring the atmosphere and conditioning of samples (MOD) 


